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は
じ
め
に

一　

憲
法
と
信
託

二　

憲
法
と
信
託
的
構
成

　

お
わ
り
に

は
じ
め
に

「
疑
惑
に
正
面
か
ら
答
え
ず
、
資
料
を
要
求
さ
れ
る
と
『
遅
滞
な
く
廃
棄
し
た
』。
批
判
に
対
し
て
は
『
何
ら
問
題
は
な
い
』
で
押
し
通

す
─
─
。
不
都
合
な
出
来
事
を
『
な
か
っ
た
こ
と
』
に
し
て
葬
ろ
う
と
す
る
姿
勢
か
ら
は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
の
誇
り
も
責
任
感
も
感

じ
ら
れ
な
い
」（

（
（

。

こ
の
よ
う
な
憤
り
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
。
国
家
が
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
い
こ
と
が
な
ぜ
問
題
な
の
か
。
そ
し
て
、
な
ぜ
国
家
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は
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

今
か
ら
一
〇
年
近
く
前
、
新
井
誠
先
生
か
ら
「
憲
法
に
書
い
て
あ
る
信
託
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
と
き
ど
の
よ
う
に
答
え
た
の
か
は
覚
え
て
い
な
い
。
わ
が
国
屈
指
の
信
託
法
研
究
者
を
前
に
、
中
途
半
端
な
答
え
を
出
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
思
っ
た
記
憶
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
と
き
か
ら
時
間
は
過
ぎ
、
新
井
先
生
は
、
今
春
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
。
同
僚
と
し
て
過
ご
し
た
時
間
の
中
で
貴
重
な
示
唆
を
与
え

ら
れ
た
こ
と
は
多
い
。
学
部
間
協
定
締
結
の
た
め
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
同
行
し
た
思
い
出
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
記
念
論
文
集

の
責
任
者
で
あ
る
原
田
剛
先
生
か
ら
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
際
、
新
井
先
生
か
ら
与
え
ら
れ
た
宿
題
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
こ
と
を
思
い

出
し
た
。

こ
の
小
論
は
、「
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
信
託
に
つ
い
て
論
ぜ
よ
」
と
い
う
先
生
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
へ
の
解
答
で
あ
る
。
い
ざ
解

答
し
て
み
る
と
、
書
き
足
り
な
い
と
こ
ろ
や
論
証
不
足
も
目
立
つ
。
新
井
先
生
の
苦
笑
い
を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
、
こ
の
小
論
を
さ
さ
げ
た

い
。

一 

憲
法
と
信
託

1　

日
本
国
憲
法
と
信
託

⑴
前
文
と
九
七
条

日
本
国
憲
法
に
は
二
か
所
「
信
託
」
が
登
場
す
る
。
ま
ず
前
文
第
一
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。
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「
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が

こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法
は
、
か
か
る
原
理
に
基
く
も

の
で
あ
る
。」

次
い
で
、
九
七
条
に
は
「
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で

あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
過
去
幾
多
の
試
錬
に
堪
へ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し

て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
書
か
れ
て
あ
る
。

同
一
法
令
に
お
け
る
同
一
用
語
は
同
じ
意
味
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
前
文
に
お
け
る
「
信
託
」
と
九
七
条
に
お
け
る
「
信
託
」
が
同

じ
意
味
か
ど
う
か
は
、
後
に
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
前
文
が
掲
げ
る
「
信
託
」
の
意
味
を
解
明
す
る
こ
と
に
し
よ
う（

（
（

。

⑵
前
文
第
一
文
の
制
定
過
程

こ
の
個
所
は
、「
憲
法
改
正
草
案
」（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
を
受
け
入
れ
た
日
本
政
府
は
、
一
九
四
六
年
三
月
二
日
に
作
成
し
た
試
案
を
も
と
に
し

て
、
三
月
六
日
「
憲
法
改
正
要
綱
案
」
を
公
表
し
た
。「
憲
法
改
正
草
案
」
は
、
こ
れ
を
草
案
の
形
に
整
え
た
も
の
で
あ
る
）
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
草
案
に
は
、「
そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
崇
高
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国

民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
ひ
、
そ
の
利
益
は
国
民
が
こ
れ
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法

は
、
こ
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
若
干
の
手
直
し
を
し
た
う
え
で
衆
議
院
の
審
議
に
付
さ
れ
た
経
緯
が
あ
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。
さ
ら
に
遡
る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
生
局
が
作
成
し
た
原
案
は
、「
こ
の
憲
法
は
、
国
政
は
〔
国
民
の
〕
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受
す
る
と
い
う
、
普
遍

の
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
憲
法
、
法
令
お
よ
び
詔
勅
を
排
除
す
る
」
と
な
っ
て
い
た（

（
（

。

帝
国
議
会
（
衆
議
院
）
の
審
議
に
お
い
て
、
金
森
国
務
大
臣
は
「
信
託
」
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
前
文
ノ
「
國
政
は
國
民
の
崇
高
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、」
ト
云
フ
コ
ト
ノ
此
ノ
意
味
ハ
、
国
政
全
般
ヲ
指
シ
テ
居
ル
訳
デ

ア
リ
マ
シ
テ
、
国
ノ
政
治
ハ
、
政
治
ヲ
現
実
ニ
ヤ
ツ
テ
居
ル
人
ガ
、
自
分
ノ
為
ニ
ヤ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、
国
民
全
体
ノ
為
ニ
ヤ
ツ
テ
居

ル
ノ
デ
ア
ル
、
斯
ウ
云
フ
考
ヘ
方
デ
ア
リ
マ
ス
、
詰
リ
国
政
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
動
モ
ス
レ
バ
為
政
者
ガ
自
分
ノ
考
ヘ
ヲ
実
行
シ
、
自
分

ノ
為
ニ
ヤ
ル
ト
云
フ
一
ツ
ノ
考
ヘ
方
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
、
ソ
レ
ヲ
此
処
デ
ハ
ツ
キ
リ
ト
、
国
政
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
、
ヤ
ツ
テ
居
ル
人
ノ
自

分
ノ
心
持
デ
ヤ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、
全
ク
国
家
全
体
ノ
為
ニ
ヤ
ル
ノ
ダ
、
言
換
ヘ
レ
バ
国
民
ノ
其
ノ
総
意
ヲ
国
政
ガ
引
受
ケ
テ
ヤ
ル
ノ

ダ
、
斯
ウ
云
フ
政
治
ト
国
民
ト
ノ
関
係
、
随
テ
又
政
治
ヲ
担
任
ス
ル
モ
ノ
ト
国
民
ト
ノ
関
係
ヲ
コ
コ
ニ
明
カ
ニ
シ
タ
訳
デ
ア
リ
マ

ス
」（

（
（

「
第
九
十
三
条
ノ
信
託
（
現
九
七
条
―
筆
者
注
）
ハ
、
前
文
ニ
ア
リ
マ
ス
信
託
ト
ハ
幾
分
意
味
ガ
違
ツ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
同
ジ

信
託
ト
云
フ
言
葉
デ
ア
リ
マ
シ
テ
モ
、
前
文
ニ
ア
リ
マ
ス
信
託
ハ
、
本
来
ハ
国
民
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ヲ
承
ケ
テ
国

政
、
即
チ
政
治
機
関
ガ
運
用
シ
テ
行
ク
、
ダ
カ
ラ
本
体
ハ
国
民
デ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
、
ヤ
ツ
テ
行
ク
ノ
ハ
政
治
機
関
デ
ア
ル
、
斯
ウ
云

フ
意
味
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
第
九
十
三
条
ノ
信
託
ト
云
フ
ノ
ハ
、
是
ハ
大
事
ニ
扱
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ヌ
本
当
ニ
貴
重
ナ
権
利
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デ
ア
ル
、
永
久
ノ
権
利
デ
ア
ル
カ
ラ
、
自
分
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
叩
キ
懐
シ
テ
モ
宜
イ
ト
カ
、
ソ
ン
ナ
風
ニ
心
得
テ
ハ
イ
カ
ヌ
ノ
デ

ア
ル
、
永
久
ノ
権
利
ト
シ
テ
大
事
ニ
保
存
シ
テ
行
ク
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
、
斯
ウ
云
ウ
意
味
デ
信
託
ト
云
フ
言
葉
ガ
使
ハ
レ
テ
居
ル
、

即
チ
預
カ
リ
物
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
意
味
デ
大
事
ニ
シ
テ
行
カ
ウ
ト
云
フ
、
サ
ウ
云
フ
気
持
デ
ア
リ
マ
ス
」（

（
（

「
信
託
ト
云
フ
言
葉
ハ
一
ツ
ノ
沿
革
ノ
ア
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
実
ハ
前
文
ヲ
御
説
明
申
上
ゲ
マ
ス
ル
為
ニ
ハ
、
其
ノ
基
本
ノ

考
ヘ
カ
ラ
申
上
ゲ
ナ
ケ
レ
バ
分
ラ
ナ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
基
本
ノ
考
ヘ
ト
申
シ
マ
ス
ル
ノ
ハ
、
例
ヲ
取
ツ
テ
見
マ
ス
レ
バ
日

本
ノ
法
律
制
度
ノ
中
ニ
信
託
会
社
ト
云
フ
風
ナ
モ
ノ
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
、
ソ
コ
ニ
信
託
ト
云
フ
法
律
関
係
ガ
行
ハ
レ
テ
居
リ
マ
ス
、
大

体
是
ハ
法
律
関
係
ヲ
指
シ
テ
居
ル
訳
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
考
ヘ
方
ハ
其
ノ
考
ヘ
デ
ア
リ
マ
シ
タ
、
本
来
政
治
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
国
民

ガ
行
フ
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
是
ハ
誰
ガ
考
ハ
テ
モ
サ
ウ
ダ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
ソ
レ
デ
ハ
国
民
ノ
全
体
ガ
政
治
ヲ

行
フ
コ
ト
ガ
出
来
ル
ガ
、
国
民
ガ
一
固
マ
リ
ニ
ナ
ツ
テ
裁
判
ヲ
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
カ
、
国
民
ガ
一
固
マ
リ
ニ
ナ
ツ
テ
或
ル
特
定
人

カ
ラ
税
金
ヲ
取
立
テ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
カ
ト
云
ヘ
バ
、
是
ハ
出
来
マ
セ
ヌ
、
ソ
コ
デ
実
行
ノ
面
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
、
政
治
ハ
必
ズ
或

ル
特
殊
ノ
人
ガ
政
治
ヲ
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
或
ハ
国
会
ニ
於
テ
法
律
ヲ
議
ス
ル
ト
カ
、
或
ハ
内
閣
ニ
於
テ
国
ノ
行
政
方
針
ヲ
決
ス

ル
ト
カ
云
フ
風
ニ
ヤ
ツ
テ
行
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
、
サ
ウ
ス
ル
ト
、
本
来
働
ク
ベ
キ
モ
ノ
ハ
国
民
デ
ア
リ
マ
ス
、

ケ
レ
ド
モ
現
実
ニ
行
フ
モ
ノ
ハ
議
会
ノ
議
員
ト
カ
役
人
ト
カ
云
フ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」（

（
（

金
森
の
答
弁
は
、
前
文
に
お
け
る
「
信
託
」
と
九
七
条
の
「
信
託
」
が
異
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
前
文
に
お
け
る
「
信
託
」
は
、
法
的
な
意
味
で
の
「
信
託
」
を
あ
る
程
度
意
識
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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⑶
憲
法
解
釈
の
反
応

「
信
託
」
を
憲
法
学
者
は
ど
う
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

宮
沢
俊
義
の
態
度
は
素
っ
気
な
い
。「『
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
』
と
は
、
国
の
政
治
は
、
元
来
、
国
民
の
も
の
で

あ
り
（
国
民
主
権
）、
国
民
に
よ
っ
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
け
っ
し
て
、
政
治
に
携
わ
る
人
た
ち
自
身
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
常

に
国
民
に
対
す
る
責
任
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
」（

（
（

と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。「
信
託
」
に
特
段
の
法
的
意
味
を

見
い
だ
さ
な
い
姿
勢
と
い
え
る
。

佐
藤
功
の
姿
勢
も
宮
沢
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
。

「
こ
の
『
信
託
』
の
文
字
を
、
直
ち
に
そ
こ
に
英
米
法
に
お
け
る
『
信
託
』
の
法
理
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
『
信
託
』
の
概
念
を
、
信
託
さ
れ
た
者
（
受
託
者
）
は
信
託
し
た
者
（
委
託
者
）
の
意
思
に
反
し
な
い
よ
う
に

そ
の
信
託
さ
れ
た
財
産
や
業
務
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
拘
束
を
受
け
る
と
い
う
程
度
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
国
政

は
国
民
の
信
託
に
よ
る
も
の
』
と
い
う
文
字
は
、
国
政
は
ほ
ん
ら
い
国
民
の
も
の
で
あ
り
、
国
政
の
権
力
を
行
使
す
る
者
の
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
の
者
は
そ
の
権
力
を
国
民
か
ら
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
国
民
か
ら
の
信
託
に
背
か
な
い
よ
う
に
そ
の
権
力

を
行
使
す
る
責
任
を
負
う
と
い
う
趣
旨
を
適
切
に
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
」（

（
（

と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
樋
口
陽
一
の
ス
タ
ン
ス
は
こ
れ
ら
と
は
少
し
異
な
る
。
樋
口
は
、「
信
託
」
に
は
、
ジ
ョ
ン
ロ
ッ
ク
『
市
民
政
府
論
』
の
影
響

が
み
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
前
文
に
お
け
る
「
信
託
」
が
ア
メ
リ
カ
革
命
を
経
て
日
本
国
憲
法
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
思
想
を

読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
信
託
」
に
何
ら
か
の
法
的
意
味
を
付
与
す
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
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い
な
い
。

「
信
託
」
の
理
解
に
よ
っ
て
、
個
別
の
解
釈
問
題
の
答
え
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
前
文
の
法
的
効
力

に
関
す
る
問
題
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
も
影
響
し
て
、
憲
法
解
釈
に
お
い
て
「
信
託
」
の
意
味
の
解
明
に
こ
れ
ま
で
労
力
が
割

か
れ
て
こ
な
か
っ
た
で
は
な
か
ろ
う
か
。

け
れ
ど
も
、
政
治
学
者
の
松
下
圭
一
が
痛
烈
に
批
判
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
憲
法
学
の
姿
勢
は
適
切
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か（

（1
（

。
憲

法
が
あ
え
て
「
信
託
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
背
景
に
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
志
の
よ
う
な
も
の
に
は
、
個
別
の
条
文
解
釈
の
指
針
や
姿

勢
に
示
唆
を
与
え
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。「
信
託
」
の
観
点
か
ら
、
日
本
国
憲
法
を
読
み
直
し
て
み
る
と
ど
う
な
る
か
。
こ

れ
は
検
討
す
る
に
値
す
る
作
業
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
松
下
の
批
判
か
ら
、
す
で
に
半
世
紀
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
憲

法
学
の
側
か
ら
「
信
託
」
と
向
き
合
う
研
究
が
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る（

（1
（

。

2　

憲
法
と
信
託

⑴
信
託
の
起
源

日
本
国
憲
法
前
文
第
一
文
は
、「
ア
メ
リ
カ
そ
の
他
の
著
名
な
歴
史
的
文
書
を
参
考
に
し
て
い
る
」（

（1
（

。
こ
れ
を
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
憲
法

（
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典
が
憲
法
に
編
入
さ
れ
た
も
の
）
お
よ
び
『
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
と
対
照
さ
せ
た
と
き
、
三
つ
の
文
書
が
同
じ
発
想
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。

T
he constitution of V

irginia Section 2.
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T
hat all pow

er is vested in, and consequently derived from
, the people, that m

agistrates are their trustees 

and servants, and at all tim
es am

enable to them

（
（1
（

.

T
he Federalist 46 

（Jam
es M

adison

）

　

T
he federal and State governm

ents are in fact but different agents and trustees of the people, constituted 

w
ith different pow

ers, and designed for different purposes

（
（1
（

.

T
he Constitution of Japan

　

Governm
ent is a sacred trust of the people, the authority for w

hich is derived from
 the people, the pow

ers 

of w
hich are exercised by the representatives of the people, and the benefits of w

hich are enjoyed by the 

people

（
（1
（

.

信
託
と
は
、「
財
産
権
を
有
す
る
者
（
委
託
者
）
が
自
己
ま
た
は
他
人
（
受
益
者
）
の
利
益
の
た
め
に
当
該
財
産
権
を
管
理
者
（
受
託
者
）

に
管
理
さ
せ
る
制
度
で
あ
る（

（1
（

。
憲
法
の
場
合
、
委
託
者
と
受
益
者
は
同
じ
で
あ
る
（
自
益
信
託
）。
こ
の
三
つ
の
文
書
を
比
較
し
た
と
き
、

日
本
国
憲
法
前
文
が
最
も
明
確
に
信
託
的
構
成
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典
か
ら
始
ま
り
、
ア
メ
リ

カ
独
立
の
理
論
的
基
盤
と
な
っ
た
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
に
影
響
を
与
え
、
合
衆
国
憲
法
の
制
定
を
経
て
、
世
界
的
な
規
模
で
近
代
立
憲
主
義

を
正
当
化
し
た
思
想
の
背
景
に
は
、
こ
の
「
信
託
」
概
念
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑵
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典
作
成
の
中
心
的
執
筆
者
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ソ
ン
（Geoge M

ason

）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
独
学
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信
託
行
為
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
（
橋
本
）

で
弁
護
士
と
な
っ
た
メ
イ
ソ
ン
は
、
当
然
英
国
法
に
も
通
暁
し
て
い
た
。
こ
の
法
律
知
識
を
も
と
に
し
て
、
英
国
議
会
の
圧
政
に
対
抗

し
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の
知
的
根
拠
を
提
供
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た（

（2
（

。
一
方
、
メ
イ
ソ
ン
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典
を
執
筆
す
る

に
あ
た
り
、
ジ
ョ
ン
ロ
ッ
ク
の
著
作
を
下
敷
き
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
権
利
章
典
に

お
け
る
「
信
託
」
は
、
英
国
法
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
思
想
や
ロ
ッ
ク
の
『
市
民
政
府
論
』
を
導
き
出
し
た
思
想
と
近
代
憲
法
を
媒
介

す
る
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
え
い
る
で
あ
ろ
う（

（2
（

。

⑶
統
治
と
信
託

も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
思
考
に
も
「
信
託
」
に
近
い
考
え
方
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
統
治
す
る
者
」
と
「
さ
れ

る
者
」
の
権
力
関
係
は
、
必
ず
正
当
性
を
必
要
と
す
る
。
無
制
約
か
つ
一
方
的
な
力
関
係
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
徳
」
あ
る
い
は

「
善
」
の
裏
付
け
の
な
い
支
配
は
、
決
し
て
正
当
な
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
統
治
に
当
た
る
者
が
備
え
る
べ
き
資
質
、

政
治
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
倫
理
と
も
い
え
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。「
力
」
に
あ
た
る
ラ
テ
ン
語virtus

が
同
時
に
「
徳
」
を
表
し
て

い
る
こ
と
が
象
徴
的
で
あ
る（

（2
（

。
ま
た
、「
信
託
」
を
意
味
す
るfiduciary

に
お
け
るfid

は
信
頼
を
意
味
す
る
が
、
お
よ
そ
、
為
政
者
に

よ
る
統
治
を
政
治
形
態
と
し
て
認
め
る
社
会
に
お
い
て
は
、「
信
託
」
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
Ｊ
・
Ｓ
・
マ
ー
ロ
イ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
信
託
」
に
は
、「
任
せ
た
以
上
は
自
由
に
統
治
す
る
」
と
い
う
裁
量
論
と
「
任

せ
た
限
り
は
義
務
を
果
た
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
責
任
論
が
併
存
す
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い（

（2
（

。
こ
の
う
ち
の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
の
か

に
よ
っ
て
、
政
治
理
論
あ
る
い
は
憲
法
理
論
と
し
て
の
「
信
託
」
概
念
は
、
そ
の
あ
り
方
を
変
え
る
の
で
あ
る
。「
信
託
」
理
論
は
、
権

力
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
逆
に
抵
抗
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
。
ま
さ
に
諸
刃
の
剣
で
あ
る
。

ま
た
、
社
会
科
学
の
概
念
と
し
て
の
「
信
託
」
に
は
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
市
民
社
会
の
構
成
要
素
と
し
て



四
四
二

の
信
託
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
信
頼
や
倫
理
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ー
ロ
イ
は
、
こ
れ
を
「
市
民
社
会
学
派
（T

he civic 

school
）」
と
呼
ぶ
。
も
う
一
つ
は
、
法
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（T

he legalist school

）
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
政
治
機
構
の
あ
り
方
に
関
心

を
も
つ
視
点
で
あ
る（

（2
（

。
前
者
は
、
共
同
体
の
規
範
や
社
会
制
度
と
信
頼
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
と
い
う
心
理
的
要
素
に
力
点
を

置
く
。
後
者
は
、
信
託
が
実
現
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
政
治
制
度
を
検
討
す
る
。「
信
託
」
に
は
、
規
範
的
概
念
と
記
述
的
概
念
が
あ
る

が
、
こ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
応
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

3　

ジ
ョ
ン
ロ
ッ
ク
と
「
信
託
」

⑴
革
命
思
想
と
し
て
の
「
信
託
」

ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ソ
ン
を
経
由
し
て
、
ア
メ
リ
カ
建
国
に
影
響
力
を
も
っ
た
の
が
ロ
ッ
ク
の
政
治
理
論
で
あ
る
な
ら
ば
、
ロ
ッ
ク
の
思

想
に
お
け
る
「
信
託
」
の
考
え
方
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ロ
ッ
ク
に
お
け
る
「
信
託
」
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
に
引
い
た
マ
ー
ロ
イ
が
き
わ
め
て

明
快
な
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
、
マ
ー
ロ
イ
の
説
明
を
も
と
に
し
て
、「
信
託
」
理
論
が
国
政
上
の
概
念
（constitutional concept

）

と
な
る
経
過
を
た
ど
っ
て
お
こ
う
。

「
信
託
」、
す
な
わ
ち
、
委
託
者
が
そ
の
利
益
の
管
理
保
全
を
受
託
者
に
委
ね
る
関
係
は
、
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
。
ア
テ
ネ
の
民

主
制
に
お
い
て
は
、
市
民
の
安
全
を
保
全
す
る
た
め
にguardianship
の
制
度
が
採
用
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
受
益
者
で
あ
る
市
民

の
側
か
ら
の
監
査
（audit

）
を
受
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
職
責
（accuntability

）
違
反
と
し
て
弾
劾
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
こ
の
制
度
を
民
主
制
の
特
質
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
ト
ン
は
、
受
託
者
に
お
け
る
裁
量
権
を
重
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信
託
行
為
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
（
橋
本
）

視
し
て
、
受
託
者
に
最
大
限
の
権
限
を
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
逆
の
立
場
で
の
論
陣
を
張
っ
て
い
る
。
後
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

は
、
プ
ラ
ト
ン
の
考
え
方
を
継
承
し
、
受
託
者
の
権
限
を
擁
護
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
抵
抗

は
、
プ
ラ
ト
ン
―
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
的
な
信
託
理
論
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る（

（2
（

。

一
六
世
紀
に
な
る
と
、
急
進
的
な
抵
抗
思
想
が
登
場
す
る
。
こ
の
思
想
は
、
権
力
正
当
化
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
信
託
の
考
え
方
に

対
し
て
、
責
任
重
視
の
信
託
理
論
を
打
ち
立
て
る
。
そ
の
際
参
照
さ
れ
た
の
は
ロ
ー
マ
法
に
お
け
るfiducia

で
あ
っ
た
。
権
力
は
、
そ

の
受
益
者
た
る
市
民
の
信
頼
に
背
く
こ
と
は
で
き
ず
、
市
民
の
固
有
権
（property

）
を
侵
害
で
き
な
い
。
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
財
産
法

理
論
を
政
治
理
論
に
応
用
し
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ル
バ
ン
派
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
ロ
ー
マ
法
上
の
後
見
人
制
度
（tutorship

）
を

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
プ
リ
ン
シ
パ
ル
関
係
に
見
立
て
て
、
受
託
者
の
責
任
を
導
き
出
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ユ
マ
ニ
ス
ト
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
に
も
引
き
継
が
れ
、
ロ
ー
マ
法
上
の
責
任
理
論
と
人
民
主
権
論
が
結
び
つ

き
、
財
産
法
上
の
信
頼
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
、
原
状
回
復
請
求
権
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
、
権
力
へ
の
責
任
追
及
権
を
正
当

化
し
た
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

場
面
は
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
お
よ
び
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
る
。
最
初
に
権
力
批
判
へ
の
概
念
と
し
て
「
信
託
」
を
援

用
し
た
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
ポ
ネ
ッ
ト
（John Ponet

）
のShorte T

reaties of Politike Pow
er, 1556

で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ

の
時
点
で
の
「
信
託
」
は
、
被
治
者
か
ら
の
信
認
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
手
続
的
側
面
が
強
く
、
何
を
も
っ
て
責
任
を
果
た
し
た
の

か
と
い
う
実
体
的
な
側
面
は
重
視
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
「
信
託
」
理
論
が
議
会
主
権
を
導
き
だ
す
導
線
と

な
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
戦
に
お
け
る
水
平
派
（T

he Levellers

）
に
理
論
的
な
支
柱
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
水
平
派
た
ち
は
、「
信
託
」

を
既
存
秩
序
破
壊
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
用
い
る
と
同
時
に
、
新
し
い
秩
序
を
構
築
す
る
根
拠
と
し
て
も
用
い
た
。
そ
の
際
、
彼
ら
は
、
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「
信
託
」
を
政
治
理
論
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、法
律
理
論
と
し
て
も
活
用
し
た
。
こ
の
段
階
に
至
っ
て
、「
信
託
」
は
、国
制
（constitution

）

の
一
要
素
と
し
て
、
法
的
な
概
念
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
か
ら
、
議
会
開
催
の
定
例
化
や
総
選
挙
の
制
度
化
が
図
ら

れ
、
英
国
国
民
は
、「
実
質
的
判
断
権
を
行
使
で
き
る
公
的
な
場
面
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」（

（2
（

。
ロ
ッ
ク
の
「
信
託
」
理
論
は
、

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
か
ら
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

⑵
ロ
ッ
ク
と
「
信
託
」
理
論

ロ
ッ
ク
は
、『
市
民
政
府
論
』
の
中
で
、trust

やfiduciary

の
語
を
用
い
て
「
信
託
」
関
係
を
説
明
し
て
い
る
（
以
下
、
加
藤
節
訳
『
統

治
二
論
』
を
用
い
る
）。

「
自
ら
の
基
礎
の
上
に
立
ち
、
そ
れ
自
身
の
本
性
に
し
た
が
っ
て
、
つ
ま
り
共
同
体
の
保
全
の
た
め
に
行
動
す
る
、
設
立
さ
れ
た
政
治

的
共
同
体
に
お
い
て
は
、
た
だ
一
つ
の
至
高
の
権
力
し
か
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
が
立
法
権
で
あ
っ
て
、
他
の
権
力
は
す
べ
て
そ
れ
に
従
属

し
、
ま
た
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
立
法
権
力
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
行
動
す
る
単
な
る
信
託
権
力
（
原
文
はa 

fiduciary electricity

以
下
原
文
と
の
照
合
は
筆
者
）（

（2
（

に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
国
民
の
手
に
は
、
立
法
権
力
が
与
え
ら
れ
た
信
託
に
反
し
て
行
動

し
て
い
る
と
彼
ら
が
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
移
転
さ
せ
た
り
変
更
し
た
り
す
る
最
高
権
力
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
る

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
信
託
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
い
か
な
る
権
力
も
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
目
的
が
あ
き
ら

か
に
無
視
さ
れ
た
り
、
反
対
を
受
け
た
り
す
る
と
き
は
い
つ
で
も
、
そ
の
信
託
は
必
然
的
に
失
効
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
結
果
、
そ
の
権

力
は
再
び
そ
れ
を
与
え
た
者
の
手
に
戻
り
、
彼
ら
は
、
そ
れ
を
、
自
分
た
ち
の
安
全
と
保
障
の
た
め
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ

る
と
こ
ろ
へ
改
め
て
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
」（
一
四
九
）（

（3
（

。
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「
こ
こ
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
、
君
主
あ
る
い
は
立
法
部
が
信
託
（trust

）
に
背
い
て
行
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
誰
が
裁
定
す
べ
き

な
の
か
と
い
う
例
の
疑
問
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
君
主
が
正
当
な
大
権
を
行
使
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
悪
意
を
も
っ
た
党
派
的
な

も
の
た
ち
が
そ
の
疑
問
を
人
民
の
間
に
広
げ
（
問
題
を
煽
）
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
私
と
し
て
は
、
そ
れ
に
対
し
て
、
人
民
が
裁
決

者
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
答
え
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
信
託
を
受
け
た
者
（trustee

）
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
正
し
く
、
ま
た
寄
せ
ら
れ

た
信
託
に
沿
っ
て
行
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
裁
決
者
と
し
て
は
、
彼
に
代
理
を
委
任
し
た
人
、
従
っ
て
、
彼
に
代
理
を
委
任
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
委
任
さ
れ
た
者
が
信
託
（trust

）
に
沿
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
そ
の
者
を
罷
免
す
る
権
力
を
依
然
と
し
て
保
持
す
る
人
を
措

い
て
、
他
に
誰
も
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
二
四
〇
）（

（3
（

。

こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
す
る
と
、
政
治
理
論
及
び
国
制
上
の
理
論
と
し
て
の
「
信
託
」
概
念
は
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
一
つ
の
完
成
形
を

見
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
権
力
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
権
力
を
批
判
す
る
概
念
で
も
あ
り
、

抵
抗
権
を
導
き
出
す
政
治
的
概
念
で
も
あ
っ
た
。「
信
託
」
こ
そ
が
、
権
力
の
存
続
（
さ
ら
に
は
国
家
の
存
続
）
を
是
と
す
る
か
非
と
す
る

か
を
判
断
す
る
鍵
と
な
る
。

一
方
で
、「
信
託
」
の
目
的
と
し
て
ロ
ッ
ク
が
描
く
、
固
有
権
の
保
護
、
市
民
の
安
全
は
、
信
託
契
約
を
超
え
た
権
力
行
使
を
必
要
と

す
る
場
合
が
あ
る
。
自
然
災
害
や
外
国
か
ら
の
侵
略
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
信
託
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
個
別
に
与
え
ら

れ
た
「
信
託
」
に
背
い
た
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。
今
日
、
国
家
緊
急
権
と
し
て
議
論
さ
れ
る
事
態
に
も
対
応
す
る
こ
と
も
ま
た
国
家
に
求

め
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ロ
ッ
ク
は
、
こ
れ
を
「
大
権
（prerogative

）」
と
し
て
考
察
し
て
い
る
（
一
六
一
）（

（3
（

。

ロ
ッ
ク
は
、
大
権
行
使
が
信
託
目
的
に
沿
う
限
り
正
当
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
大
権
行
使
が
信
託
目
的
に
適
合
す
る
か
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ど
う
か
、
あ
る
い
は
大
権
が
信
託
に
背
く
も
の
か
ど
う
か
は
、
市
民
に
も
に
わ
か
に
判
断
で
き
な
い
こ
と
が
多
い（

（3
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ロ
ッ
ク
の
「
信
託
」
概
念
は
、
国
家
の
正
当
化
よ
り
む
し
ろ
、
国
家
基
盤
の
脆
弱
化
、
不
安
定
化
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
論

者
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
信
託
」
は
、
自
然
状
態
か
ら
脱
し
て
、
固
有
権
を
保
全
す
る
た
め
国
家
を
作
る
と
い
う
物
語
を
正
当
化
す
る

概
念
で
も
あ
り
つ
つ
、
国
家
の
存
続
を
危
機
に
さ
ら
す
二
面
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る（

（3
（

。
そ

し
て
、
ア
メ
リ
カ
革
命
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
面
性（

（3
（

を
ど
う
解
決
す
る
の
か
を
め
ぐ
っ
て
人
類
の
英
知
が
費
や
さ
れ
た
実
験
で
も
あ
っ
た
。

二 

憲
法
と
信
託
的
構
成

1　

ア
メ
リ
カ
革
命
と
信
託

⑴
ロ
ッ
ク
と
ア
メ
リ
カ
革
命

ア
メ
リ
カ
革
命
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
か
ら
独
立
宣
言
、
合
衆
国
憲
法
の
制
定
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
が
ど
の
よ

う
に
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
の
か
は
、
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
憲
法
学
者
は
、property

（
固
有
権
）
概
念
の
継

受
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
抵
抗
権
に
よ
っ
て
、
ロ
ッ
ク
と
ア
メ
リ
カ
革
命
の
連
続
性
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
い
わ
ば
、
断
片
か
ら
全
体

を
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
。

ロ
ッ
ク
の
『
統
治
二
論
』
が
公
に
さ
れ
た
の
は
一
六
九
〇
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
コ
ピ
ー
は
大
西
洋
の
対
岸
に
届
い
て
い
た
の
は
間
違

い
な
い
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ソ
ン
は
、
そ
の
コ
ピ
ー
か
ら
「
信
託
」
や
「
抵
抗
権
」
あ
る
い
は
新
し
い
政
治
機
構
の
設
計
に
つ
い
て
学
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
イ
ソ
ン
の
同
志
で
あ
る
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
も
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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合
衆
国
憲
法
制
定
の
戦
略
的
な
重
要
性
は
、
成
文
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
憲
法
に
反
す
る
政
治
体
制
や
秩
序
を
否
定
す
る
と
当
時

に
、
新
し
い
政
治
体
制
や
秩
序
を
成
文
憲
法
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
人
民
の
「
信
託
」
を
得
ら

れ
て
い
な
い
政
治
は
、
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
許
さ
れ
ず
、「
信
託
」
に
沿
う
政
治
だ
け
が
憲
法
適
合
的
で
、
許
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

で
は
、「
信
託
」
が
文
書
（
成
文
憲
法
）
と
し
て
作
成
さ
れ
る
た
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
英
国
を
代
表
す

る
政
治
学
者
、
サ
ー
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
バ
ー
カ
ー
（Sir Ernest Barker

）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
黙
示
の
信
託
（im

plied trust

）
で
満
足
し
な
い
。
明
示
的
な
信
託
を
必
要
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
契
約
当
事
者
と

し
て
の
人
民
（convenated people

）
の
よ
う
な
考
え
方
を
好
む
。
そ
れ
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ
の
確
信
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
的
な
歴

史
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
政
府
を
作
る
に
際
し
て
、
単
に
黙
示
の
同
意
を
し
て
い

る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
わ
れ
わ
れ
に
は
、
実
際
に
定
め
ら
れ
、
書
か
れ
た
契
約
が
必
要
な
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
単
に
黙
示
の
信
託
証

書
（trust-deed

）
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、
現
実
の
指
定
書
を
も
つ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
立
法
府
の
優
位
で
も
、
人

民
（
間
違
い
な
く
わ
れ
わ
れ
は
人
民
な
の
だ
が
）
の
優
位
で
も
な
く
、
い
わ
ば
憲
法
の
優
位
を
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
」（

（3
（

。

合
衆
国
憲
法
は
、
成
文
化
さ
れ
た
信
託
証
書
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
憲
法
の
歴
史
的
意
義
は
、
憲
法
を
実
定
法
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
信
託
目
的
を
明
示
し
、
信
託
財
産
の
管
理
方
法
を
定
め
、
違
反
行
為
の
判
定
方
法
と
、
信
託
契
約
破
棄
の
正
当
性
を
定
め
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
優
位
す
べ
き
は
実
定
憲
法
で
あ
っ
て
、
英
国
の
よ
う
な
議
会
主
権
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
人
民
主
権
で
も
な
い
、
第
三
の
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道
こ
そ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
の
採
用
し
た
憲
法
優
位
の
政
治
体
制
で
あ
っ
た（

（3
（

。

⑵
公
益
信
託
と
し
て
の
憲
法

一
方
、
ア
メ
リ
カ
革
命
に
お
け
る
「
信
託
」
の
承
継
を
ロ
ッ
ク
と
は
別
の
経
路
か
ら
説
明
す
る
学
説
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
英
国
法
に
お

け
る
「
信
託
制
度
」
こ
そ
が
合
衆
国
憲
法
制
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
ナ
テ
ル
ソ
ン
（Robert 

G. N
atelson

）（
（3
（

は
、
先
に
引
い
た
マ
ー
ロ
イ
と
同
様
、「
信
託
」
概
念
が
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
七
世
紀
英
国
に
お
け
る
様
々
な

政
治
闘
争
の
理
論
的
裏
付
け
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
過
程
で
、「
信
託
に
基
づ
く
政
府
（fiduciary governm

ent

）」
の

観
念
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
合
衆
国
建
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

「
信
託
に
基
づ
く
政
府
」
の
考
え
方
は
、
単
に
理
念
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
私
法
上
の
「
信
託
」
概
念
を
借
用
し
、

こ
れ
を
政
府
の
編
成
に
援
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
す
ぐ
れ
て
法
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
と
ナ
テ
ル
ソ
ン
は
い
う（

（3
（

。
建
国
の
祖
で
あ
る

ハ
ミ
ル
ト
ン
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
法
律
家
で
あ
っ
て
、
英
国
で
形
成
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
が
継
受
し
た
「
信
託
」
理
論
を
知
ら
な
か
っ
た
わ

け
は
な
い
。
彼
ら
が
国
家
を
「
信
託
」
の
観
点
か
ら
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
れ
は
法
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
て
い
た
は
ず
で
あ

る
（
（4
（

。
国
家
の
形
成
に
当
た
っ
て
は
、
国
家
目
的
が
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
の
実
現
に
あ
た
っ
て
、
人
々
が
為
政
者
に
管

理
運
営
を
委
ね
る
。
こ
れ
は
、
一
種
の
公
益
信
託
で
あ
っ
て
、
憲
法
も
ま
た
こ
の
信
託
制
度
の
別
名
で
あ
る
と
い
う
。
お
そ
よ
国
家
が
形

成
さ
れ
、
政
治
を
行
う
者
と
そ
の
政
治
の
利
益
を
共
有
す
る
者
が
区
別
さ
れ
た
と
き
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
は
、
委
託
者
た
る
人
民
と
受
託
者

た
る
権
力
者
と
の
間
に
形
成
さ
れ
る
、
公
益
信
託
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
に
至
る
。

国
家
が
「
信
託
」
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
り
、
憲
法
が
信
託
証
書
で
あ
る
な
ら
ば
、
為
政
者
は
、
私
法
上
の
「
信
託
」
と
同
様
な
義
務
を
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負
う
。
そ
こ
で
、
ナ
テ
ル
ソ
ン
は
、
為
政
者
に
は
五
つ
の
義
務
が
課
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
①
委
託
者
の
指
示
に
従
う
義
務

（the duty to follow
 instructions

）、
②
善
管
注
意
義
務
（the duty of reasonable care

）、
③
忠
実
義
務
（the duty of loyalty

）、
④
公

平
義
務
（the duty of im

partiality

）、
そ
し
て
⑤
説
明
責
任
（the duty to account

）
で
あ
る（

（4
（

。
こ
れ
ら
五
つ
を
詳
細
に
分
析
す
る
余
裕

は
な
い
が
、
そ
の
中
で
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
①
と
④
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ナ
テ
ル
ソ
ン
は
、
公
益
信
託
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
掲
げ
る
目
的
はGeneralW

elfare

で
あ
る
と
す
る（

（4
（

。
合
衆
国
憲
法
の
冒

頭
に
掲
げ
ら
れ
る
こ
の
文
言
こ
そ
が
合
衆
国
の
目
的
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
目
的
に
背
く
行
為
は
受
託
者
た
る
為
政
者
の
義
務
に
反
す
る

こ
と
に
な
る
。
ア
カ
ウ
ン
ト
と
は
、
と
り
わ
け
資
金
管
理
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
が
、
信
託
法
上
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
上
記
①
〜
③
の
義
務
が
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
説
明
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味

に
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
説
明
責
任
は
、
為
政
者
の
報
告
責
任
に
と
ど
ま
ら
ず
、
説
明
が
合
理
的
に
な
さ
れ
る
こ
と

を
求
め
る
、
実
体
的
な
概
念
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
も
し
、
こ
の
説
明
に
納
得
が
い
な
か
な
い
場
合
、
人
民
に
は
受
任
者
を

解
任
す
る
権
利
が
留
保
さ
れ
て
い
る
。
合
衆
国
大
統
領
に
対
す
る
弾
劾
手
続
は
、
こ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ナ
テ
ル
ソ
ン
の
立
論
に
は
、
他
に
も
興
味
深
く
、
参
考
に
す
べ
き
内
容
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
先
を
急
ぐ
し
か
な

い
。
以
上
の
よ
う
な
系
譜
に
属
す
る
日
本
国
憲
法
は
、「
信
託
」
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
い
く

つ
か
の
論
点
を
あ
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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2　
「
信
託
」
と
し
て
の
日
本
国
憲
法

⑴
裁
量
と
責
任

先
に
見
た
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
「
信
託
」
の
議
論
は
、
興
味
深
い
論
点
を
提
供
し
て
い
る
。
鈴
木
周
次
郎
議
員
は
、
次
の
よ
う
な
質

問
を
行
っ
た
。

「
只
今
ノ
御
説
明
デ
ド
ウ
モ
納
得
ガ
行
カ
ナ
イ
ト
私
ハ
存
ジ
マ
ス
、
信
託
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
レ
バ
、
即
チ
物
的
現
象

ニ
モ
心
的
現
象
ニ
モ
之
ヲ
信
託
シ
タ
コ
ト
ニ
ナ
ル
即
チ
第
一
条
ノ
象
徴
ト
云
フ
コ
ト
ト
関
連
シ
マ
ス
レ
バ
、
天
皇
主
権
説
デ
ア
ル
ト

云
フ
ヤ
ウ
ニ
モ
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ド
ウ
モ
国
民
ト
共
ニ
一
緒
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
、
此
ノ
間
カ
ラ
ノ
含
蓄
ア
ル
言
葉
デ
御

濁
シ
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
ヤ
ウ
ダ
ガ
、
此
ノ
象
徴
ト
信
託
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
今
少
シ
ハ
ツ
キ
リ
御
説
明
願
ハ
レ
ヌ
モ
ノ
カ
、
又
第
九
十
三
条

ノ
永
久
ノ
権
利
ト
シ
テ
信
託
セ
ラ
レ
ル
、
是
モ
私
達
ハ
ド
ウ
シ
テ
モ
信
託
シ
タ
以
上
ニ
ハ
之
ニ
服
従
ス
ベ
キ
義
務
ガ
ア
ル
ト
思
フ
其

ノ
意
味
カ
ラ
言
ヒ
マ
ス
レ
バ
、
此
ノ
憲
法
ノ
最
後
ノ
断
定
ヲ
下
ス
上
ニ
於
テ
又
之
ヲ
履
行
ス
ル
上
ニ
於
テ
、
悪
イ
所
ノ
政
治
家
ガ
出

来
タ
ナ
ラ
バ
、
内
閣
ノ
助
言
或
ハ
其
ノ
他
ノ
文
章
ガ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
ニ
依
ツ
テ
専
制
政
治
ニ
近
イ
所
ノ
政
治
ヲ
行
ヒ
得
ル
ヤ
ウ

ナ
コ
ト
ニ
ナ
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
、
即
チ
信
託
ト
云
フ
モ
ノ
ト
象
徴
ト
云
フ
モ
ノ
ト
混
同
サ
セ
ナ
イ
方
法
ヲ
考
ヘ
タ
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
ド
ウ

カ
、
立
法
技
術
ト
シ
テ
之
ヲ
御
伺
ヒ
シ
タ
イ
」（

（4
（

鈴
木
の
質
問
の
要
点
は
、「
信
託
」
が
お
ま
か
せ
と
な
っ
て
し
ま
い
、
信
託
し
た
以
上
は
、
為
政
者
の
決
定
に
従
う
義
務
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
に
か
か
わ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
ロ
ッ
ク
は
抵
抗
権
を
も
っ
て
、
合
衆
国
憲
法
は
比
較
的
短
い
任
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期
で
の
選
挙
と
弾
劾
制
度
を
も
っ
て
答
え
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
合
衆
国
憲
法
第
二
修
正
が
掲
げ
る
「
武
器
を
保
有
す
る
権
利
」
も
抵
抗

権
の
一
手
段
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る（

（4
（

。
既
述
の
と
お
り
、「
信
託
」
か
ら
は
「
裁
量
」
と
「
責
任
」
が
導
き
出
さ
れ
る
。
ち
ょ

う
ど
代
表
の
概
念
に
お
い
て
、
命
令
委
任
の
可
否
が
議
論
さ
れ
る
の
に
似
て
い
る
。

⑵「
全
国
民
の
代
表
」

こ
れ
は
ま
た
、
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
（Edm

und Burk

）
が
問
題
提
起
し
た
、
代
表
の
あ
り
方
に
も
か
か
わ
る
論
点
で
あ
る（

（4
（

。
有
権

者
の
委
任
を
受
け
、
そ
の
個
別
利
益
を
政
治
過
程
で
実
現
す
るdelegate

か
、
委
託
を
受
け
た
以
上
は
、
自
ら
の
判
断
に
お
い
て
受
託

者
の
利
益
を
実
現
す
るtrustee
か
が
こ
こ
で
も
問
わ
れ
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
の
場
合
、
憲
法
四
三
条
一
項
に
い
う
「
全
国
民
の
代
表
」

と
は
、
後
者
を
指
す
と
い
う
の
が
一
般
的
な
解
釈
で
あ
る（

（4
（

。

こ
の
問
題
は
、
政
党
制
と
の
関
係
で
も
難
し
い
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
。
今
日
、
政
治
過
程
に
お
い
て
政
党
が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

政
党
抜
き
の
民
主
政
治
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
国
民
の
間
に
あ
る
、
多
様
な
利
害
を
集
約
し
、
こ
れ
を
国
家
の
意
思
決
定
に
反
映
さ

せ
る
装
置
と
し
て
、
政
党
は
政
治
の
最
重
要
な
ア
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
党
の
凝
縮
性
（
政
党
の
意
思
に
対
す
る
拘
束

性
）（

（4
（

が
高
く
な
る
と
、
個
々
の
代
表
者
は
、
政
党
の
利
益
の
代
弁
者
と
し
て
行
動
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
有
権
者
の
個
別
意
思
か
ら
は

い
っ
た
ん
切
り
離
さ
れ
た
う
え
で
、
政
党
の
個
別
利
益
を
代
弁
す
る
と
い
う
、
一
種
の
パ
ラ
ド
ク
ス
に
陥
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
個
別
の
有
権
者
に
直
接
話
し
か
け
る
こ
と
や
、
有
権
者
か
ら
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
が
格
段
に
容
易
に
な
っ
て
い
る
現
状
も
無
視
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
選
挙
制
度
の
設
計
に
も
よ
る
が
、
個
々
の
代
表
者

は
、
党
議
拘
束
と
有
権
者
意
思
に
挟
撃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い（

（4
（

。
党
議
拘
束
は
、trustee m

odel

を
前
提
と
し
た
「
全
国
民
の

代
表
」
観
念
と
ど
う
整
合
性
を
取
る
の
だ
ろ
う
か
。



四
五
二

⑶
国
会
の
地
位

人
々
が
信
託
を
行
う
相
手
は
立
法
機
関
で
あ
る
か
ら
、
ロ
ッ
ク
は
議
会
に
至
高
の
権
力
を
認
め
た
（
一
三
六
）（

（4
（

。
議
会
は
、
固
有
権
制
限

に
根
拠
を
与
え
る
機
関
で
あ
る
か
ら
、
人
々
を
代
表
し
て
同
意
を
与
え
る
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
国
憲
法
が

国
会
を
最
高
機
関
と
位
置
づ
け
た
理
由
は
、
こ
の
「
信
託
」
行
為
か
ら
説
明
で
き
る
。
前
文
が
い
う
「
か
か
る
原
理
に
基
づ
く
」
と
は

「
信
託
」
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
、
日
本
国
憲
法
は
、
二
九
条
一
項
（
財
産
権
）、
三
〇
条
（
納
税
の
義
務
）、
三
一
条
（
適
正
手
続
）

の
三
つ
の
条
文
で
、
代
表
者
の
同
意
に
基
づ
い
て
の
み
権
利
の
制
約
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
固
有
権
（
財
産
権property

）

保
障
や
調
整
の
役
割
を
国
会
に
担
わ
せ
た
趣
旨
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る（

（5
（

。

従
来
、
憲
法
四
一
条
に
い
う
「
国
権
の
最
高
機
関
」
が
法
的
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
政
治
的
な
美
称
に
と
ど
ま
る
の
か
と
い
う
議
論
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
実
り
あ
る
議
論
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
ロ
ッ
ク
が
議
会
の
地
位
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
強
調
し
た
背
景
に
は
、
当
時

の
英
国
に
お
け
る
政
治
状
況
が
控
え
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
英
国
流
の
議
会
主
権
の
考
え
方
を
正
当
化
し
、
こ
れ
を
強
化
す
る
た
め

に
必
要
な
論
理
構
成
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
日
本
国
憲
法
が
「
国
権
の
最
高
機
関
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
背
景
に
は
、

そ
の
よ
う
な
歴
史
と
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
信
託
」
理
論
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
、
同
じ

条
文
に
あ
る
「
唯
一
の
立
法
機
関
」
と
あ
い
ま
っ
て
、
国
家
目
的
実
現
の
受
託
者
た
る
国
会
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
考
え
れ
ば

十
分
で
あ
る
。

⑷
抵
抗
権
と
憲
法
擁
護
義
務

国
民
と
国
家
と
の
間
の
信
託
契
約
が
履
行
さ
れ
る
た
め
に
は
、
履
行
義
務
の
担
保
手
段
が
用
意
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ッ

ク
は
、
契
約
不
履
行
の
判
断
権
が
人
々
に
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
確
認
し
、
最
終
的
に
は
抵
抗
権
に
よ
っ
て
、
国
家
を
作
り
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替
え
る
権
利
を
認
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
抵
抗
権
を
実
定
法
上
の
権
利
と
と
ら
え
る
こ
と
に
は
い
く
つ
か
の
難
点
が
あ
る
。
固
有
権
を
保
護
す
る
制
度
と
し
て
国
家
を

作
っ
た
以
上
、「
信
託
」
と
し
て
の
憲
法
は
、
秩
序
維
持
の
方
向
で
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
抵
抗
権
は
、

常
に
既
存
の
秩
序
を
否
定
す
る
方
向
で
作
用
す
る
か
ら
、
い
き
お
い
国
家
は
不
安
定
化
し
て
、
国
家
を
作
る
意
味
が
損
な
わ
れ
れ
て
し
ま

う
。こ

の
問
題
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
連
邦
制
や
権
力
の
分
立
、
あ
る
い
は
党
派
間
の
競
争
を
も
っ
て
答
え
よ
う
と
し
た
。
た

だ
し
、
武
器
を
保
有
す
る
権
利
が
実
定
憲
法
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
衆
国
憲
法
は
、
常
に
秩
序
を
混
沌
化
さ
せ
る
契
機
を

孕
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
通
常
の
信
託
履
行
手
段
で
対
応
し
き
れ
な
い
義
務
違
反
に
対
し
て
、
憲
法
条
文
と

し
て
、
抵
抗
へ
の
ト
リ
ガ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

⑸
九
七
条
の
「
信
託
」

九
七
条
の
「
信
託
」
に
目
を
移
そ
う
。
こ
の
条
文
は
、
も
と
も
と
一
一
条
、
一
二
条
と
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、「
以
下
、
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
日
本
国
民
に
与
え
ら
れ
、
保
障
さ
れ
る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得

の
努
力
の
成
果
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
時
と
経
験
の
る
つ
ぼ
の
な
か
で　

そ
の
永
続
性
に
つ
い
て
苛
烈
な
試
練
を
受
け
、
そ
れ
に

耐
え
残
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
世
代
に
対
し
、
永
久
に
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
の
と
す
る
義
務
を
課
す
神
聖
な
信
託
と
し

て
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
条
項
の
次
に
、「
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
自
由
、
権
利
お
よ
び
機
会
は
、
国
民
の
自
律

的
協
力
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
自
由
、
権
利
お
よ
び
機
会
は
、
国
民
の
側
に
、
こ
れ
に
対
応
す
る
義
務
、
す
な
わ

ち
、
そ
の
濫
用
を
防
止
し
、
常
に
共
同
の
福
祉
の
た
め
に
用
い
る
義
務
を
生
ぜ
し
め
る
」
と
の
文
言
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
こ
こ



四
五
四

に
抵
抗
権
的
な
要
素
を
見
る
解
釈
は
、
あ
な
が
ち
不
当
と
は
い
え
ま
い（

（5
（

。

「
信
託
」
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
九
九
条
「
公
務
員
の
憲
法
擁
護
」
は
、
こ
の
よ
う
な
前
提
と
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
ま
た
前
文
第
一
文
の
最
後
の
「
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
」
と
も
か
か
わ
り
、
自

然
権
た
る
固
有
権
を
否
定
す
る
よ
う
な
憲
法
改
正
、
法
律
制
定
が
行
わ
れ
よ
う
と
す
る
と
き
、
国
民
は
抵
抗
を
す
る
権
利
を
も
ち
、
ま
た

抵
抗
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

ナ
テ
ル
ソ
ン
の
い
う
、
国
家
が
「
信
託
」
に
際
し
て
負
う
五
つ
の
義
務
（
①
委
託
者
の
指
示
に
従
う
義
務the duty to follow

 

instructions

、
②
善
管
注
意
義
務the duty of reasonable care

、
③
忠
実
義
務the duty of loyalty

、
④
公
平
義
務the duty of im

partiality

、

⑤
説
明
責
任the duty to account

）
は
、
こ
れ
ら
を
履
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
国
民
の
意
思
あ
る
い
は
行
動
に
よ
ら
な
け
れ
ば
履
行
さ
れ
な

い
。
そ
の
意
味
で
「
信
託
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
あ
る
種
の
緊
張
感
が
含
ま
れ
て
い
る
。
秩
序
を
形
成
し
、
維
持
す
る
力
と
こ
れ
を
破

り
、
作
り
替
え
る
力
が
コ
イ
ン
の
表
と
裏
に
併
存
し
て
い
る
。

「
憲
法
は
守
ら
れ
て
当
た
り
前
で
あ
る
と
か
」、「
何
も
し
な
く
て
も
憲
法
は
守
ら
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
幻
想
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
日
本
国
憲
法
を
「
信
託
」
の
観
点
か
ら
読
む
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
憲
法
秩
序
を

維
持
発
展
さ
せ
て
い
く
担
い
手
は
、W

e the People

（
（5
（

だ
と
い
う
意
識
は
、「
信
託
」
に
端
を
発
し
て
い
る（

（5
（

。
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信
託
行
為
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
（
橋
本
）

（
1
）
京
都
新
聞
二
〇
二
〇
年
七
月
三
〇
日
社
説
、https://w

w
w

.kyoto-np.co.jp/articles/-/110745

（
二
〇
二
〇
年
七
月
三
一
日
閲
覧
）

（
2
）
「
信
託
」
の
観
点
か
ら
日
本
国
憲
法
の
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
松
下
圭
一
が
指
摘
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
松
下
圭

一
『
ロ
ッ
ク
「
市
民
政
府
論
」
を
読
む
』（
岩
波
書
店
・
一
九
八
七
年
）
一
三
頁
。
し
か
し
、
松
下
の
指
摘
が
憲
法
学
に
お
い
て
深
め
ら
れ
た
と

は
い
い
き
れ
な
い
。
た
だ
し
、
愛
敬
浩
二
『
近
代
立
憲
主
義
思
想
の
現
像　

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
政
治
思
想
と
現
代
憲
法
学
』（
法
律
文
化
社
・
二

〇
〇
三
年
）
は
、
こ
の
課
題
に
応
え
よ
う
と
す
る
重
要
な
業
績
と
し
て
あ
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
信
託
」
理
論
と
の
関
係
で
は
、
八

木
秀
次
「
日
本
国
憲
法
の
思
想
─
15
─
国
民
主
権
論
の
先
駆
─
─
ロ
ッ
ク
の
信
託
理
論
」
発
言
者 

四
七
号
（
一
九
九
八
年
三
月
号
）
一
一
二
─
一

一
七
頁
、
が
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
研
究
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
山
田
園
子
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
研
究

（
下
）」
広
島
法
学
四
〇
巻
一
号
（
二
〇
一
六
年
）
が
日
本
国
憲
法
と
の
関
係
で
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

（
3
）
高
柳
賢
三
・
大
友
一
郎
・
田
中
英
夫
『
日
本
国
憲
法
の
制
定
過
程
Ⅱ
解
説
』（
有
斐
閣
・
一
九
七
二
年
）
一
一
二
頁
。

（
4
）
同
一
一
一
頁
。

（
5
）
衆
議
院
帝
国
憲
法
改
正
委
員
会
一
九
四
六
年
七
月
一
一
日　

http://w
w

w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_kenpou.nsf/htm

l/kenpou/
s210711-i10.htm

（
6
）
同
。

（
7
）
同
。

（
8
）
宮
沢
俊
義
・
芦
部
信
喜
『
全
訂　

日
本
国
憲
法
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
七
八
年
）
三
七
頁
。

（
9
）
佐
藤
功
『
憲
法
（
上
）〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
・
一
九
八
三
年
）
一
一
頁
。

（
10
）
樋
口
陽
一
・
佐
藤
幸
治
・
中
村
睦
男
・
浦
部
法
穂
『
憲
法
Ⅰ
〔
前
文
・
第
一
条
〜
第
二
〇
条
〕』（
青
林
書
院
・
一
九
九
四
年
）
二
一
─
二
二
頁
。

（
11
）
今
か
ら
四
五
年
以
上
も
前
に
松
下
圭
一
が
指
摘
し
た
憲
法
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
疑
問
は
、
今
日
も
な
お
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
松
下
圭
一
『
市
民
自
治
の
憲
法
理
論
』（
岩
波
新
書
・
一
九
七
五
年
）
六
頁
な
ど
参
照
。

（
12
）
松
下
は
、
驚
く
ほ
ど
綿
密
に
「
信
託
」
が
憲
法
解
釈
に
ど
う
反
映
さ
れ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
具
体
的
な
提
言
の
当
否
は
別
と
し

て
、
憲
法
学
が
こ
の
提
言
に
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
松
下
・
前
掲
二
七
頁
以
下
参
照
。

（
13
）
高
柳
・
大
友
・
田
中
前
掲
一
〇
九
頁
。

（
14
）
松
下
圭
一
・
前
掲
一
九
頁
以
降
参
照
。
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（
15
）T

he Constitution of V
irginia, June 29 1776. T

he A
valon Project: T

he Constitution of V
irginia; June 29, 1776.　

ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
憲
法
の
こ
の
条
文
は
、
そ
の
後
瞬
く
間
に
い
く
つ
か
の
州
憲
法
に
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
。https://w

w
w

.law
.gm

u.edu/assets/files/
academ

ics/founders/V
A

-Constitution.pdf

（
16
）https://guides.loc.gov/federalist-papers/full-text

（
17
）https://japan.kantei.go.jp/constitution_and_governm

ent_of_japan/constitution_e.htm
l

（
18
）
新
井
誠
『
信
託
法
【
第
四
版
】』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
四
年
）
三
頁
。

（
19
）George M

ason U
niversity, A

ntonin Scalia Law
 School, T

he M
an, Geroge M

ason.　

https://w
w

w
.law

.gm
u.edu/about/m

ason_
m

an

（
20
）
メ
イ
ソ
ン
は
そ
の
後
合
衆
国
憲
法
制
定
会
議
の
有
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。
し
か
し
、
最
終
案
に
署
名
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
連
邦

憲
法
が
奴
隷
制
を
存
続
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
マ
デ
ィ
ソ
ン
や
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
の
よ
う
に
、

そ
の
後
連
邦
政
府
の
枢
要
な
ポ
ス
ト
を
経
験
す
る
起
草
者
と
は
異
な
り
、
そ
の
後
多
く
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
メ
イ
ソ
ン
は
、〝an 

alm
ost forgotten m

an in the pantheon of Revolutionary heroes.

〟
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
メ
イ
ソ
ン
の
影
響
は
、
ア
メ

リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
事
件
宣
言
に
も
、
そ
し
て
日
本
国
憲
法
に
も
及
ん
で
い
る
。Center for Civil Education, George M

ason: 
T

he Reluctant Founder.　

https://w
w

w
.civiced.org/resources/curriculum

/m
ason

（
21
）Id.

（
22
）
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
思
想
、
と
り
わ
け
抵
抗
権
の
思
想
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
継
受
さ
れ
、
発
展
さ
せ
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

大
森
雄
太
郎
『
ア
メ
リ
カ
革
命
と
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
五
年
）
が
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
一
人
の
思

想
家
の
著
作
が
新
し
い
国
家
の
建
設
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
例
は
ほ
か
に
な
い
。

（
23
）
山
本
芳
久
『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス　

理
性
と
神
秘
』（
岩
波
新
書
・
二
〇
一
七
年
）
五
〇
頁
。

（
24
）J. S. M

aloy, T
w

o Concepts of T
rust, T

he Journal of Politics, V
ol.71. N

o.2. （2009

）at 496.

（
25
）Id. at 493.

（
26
）Id. at 478-7.

（
27
）Id. at 497-8.
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信
託
行
為
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
（
橋
本
）

（
28
）Id.at 500.

（
29
）
本
稿
で
は
、
ロ
ッ
ク
の
原
文
をJohn Locke, T

w
o T

reaties of Governm
ent Sutudent edition 

（Cam
bridge T

ext in H
istory of 

Political T
hought, 1988

）
に
よ
っ
た
。

（
30
）
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
『
完
訳　

統
治
二
論
』（
加
藤
節
訳　

岩
波
文
庫
・
二
〇
一
〇
年
）
四
七
三
頁
。

（
31
）
同
五
八
六
頁
。

（
32
）
同
四
九
〇
頁
。
愛
敬
前
掲
九
五
頁
。

（
33
）Em

ily C. N
acol, T

he Risk of Political A
uthority: T

rust, K
now

ledge and Political A
gency in Locke's Second T

reaties, 
Political Studies vol.59. p.580 

（2011

）
は
、
信
託
違
反
に
対
す
る
反
抗
（rebellion

）
が
い
つ
判
断
さ
れ
る
の
か
、
誰
に
よ
り
ど
う
判
断
さ

れ
る
の
か
が
ロ
ッ
ク
「
信
託
論
」
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
述
べ
る
（at 586

）。

（
34
）
そ
れ
で
も
、
ロ
ッ
ク
は
「
信
託
」
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
の
概
念
が
ロ
ッ
ク
政
治
理
論
の
中
核
的
な
意
味
を
も
つ
と
す
る
も
の
と
し
て
、T

an 
W

ei K
ee, W

hat does Locke M
ean by “T

rust”, and W
hy is it so Im

portant to him
, https://w

w
w

.e-ir.info/2009/12/02/ w
hat- 

does-locke-m
ean-by-%

e2%
80%

9 ctrust%
e2%

80%
9d-and-w

hy-is-it-so-im
portant-to-him

/

参
照
。

（
35
）
そ
の
意
味
で
は
、
ロ
ッ
ク
の
「
信
託
」
概
念
は
、
委
託
者
・
受
託
者
間
の
「
信
頼
」
で
は
な
く
、「
不
信
」
を
基
礎
に
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て

い
る
と
す
る
見
方
に
も
頷
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。See, John D

unn, T
he Concept of ‘trust’ in the politics of John Locke, in 

Philosophy in H
istory （A

lasidair M
acIntyre et al. ed. 1984

）280.

（
36
）Sir Ernest Barker, N

atural Law
 and the A

m
erican Revolution, in T

raditions of Civility （1948

）, at 342.

（
37
）See D

ieter Grim
m

, Constitutionalism
 （2016

）, at 75.

（
38
）Robert G. N

atelson, T
he Constitution and the Public T

rust, 52 Buff. L. Rev. 1077 （2004

）.

（
39
）Id. at 1088.

（
40
）Id. at 1124.

（
41
）Id. at 1088.

（
42
）Id. at 1169.

（
43
）
衆
議
院
帝
国
憲
法
改
正
委
員
会
一
九
四
六
年
七
月
一
一
日　

http://w
w

w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_kenpou.nsf/htm

l/kenpou/
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s210711-i10.htm
（
44
）D

istrict of Colum
bia v. H

eller, 554 U
. S. 570 （2008

）
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
法
廷
意
見
参
照
。

（
45
）
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
「
ブ
リ
ス
ト
ル
到
着
な
ら
び
に
投
票
終
了
に
際
し
て
の
演
説
」『
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
著
作
集
2　

ア
メ
リ
カ
論
、

ブ
リ
ス
ト
ル
演
説
』（
中
野
好
夫
訳
、
み
す
ず
書
房
・
一
九
七
三
年
）
九
二
頁
─
九
四
頁
。

（
46
）
芦
部
信
喜
・
高
橋
和
之
補
訂
『
憲
法　

第
七
版
』（
岩
波
書
店
・
二
〇
一
九
年
）
三
〇
二
頁
。
た
だ
し
、
芦
部
は
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
理
解

を
退
け
て
い
る
。
個
々
の
代
表
者
は
有
権
者
の
個
別
利
益
を
代
弁
し
な
い
が
、「
国
民
意
思
と
代
表
者
意
思
の
事
実
上
の
類
似
が
重
視
さ
れ
る
」

代
表
観
（
社
会
学
的
代
表
）
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
芦
部
は
明
言
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
代
表
観
に
よ
る
と
、
代
表
者
は
、
法
的
に
は
と
も
か

く
、
事
実
上
有
権
者
意
思
を
代
弁
す
る
よ
う
行
動
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
代
表
観
も
ま
たtrustee 

m
odel

に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
47
）
政
党
の
凝
縮
性
に
つ
い
て
は
、
高
安
健
将
「
現
代
英
国
に
お
け
る
政
党
の
凝
集
性
と
議
員
候
補
者
選
定
─
党
執
行
部
と
選
挙
区
組
織
の
権
力
バ

ラ
ン
ス
の
変
容
─
」
年
報
政
治
学
六
二
巻
（
二
〇
一
一
年
）
二
号
一
四
七
頁
参
照
。

（
48
）Christina Leston-Banderia, T

ow
ards a “T

rustee M
odel? Parliam

entary Representation in the Internet Era: T
he Portugese 

Case, Parliam
entary A

ffairs 

（2012
）65 p429.　

端
的
な
場
合
、
党
の
決
定
に
従
う
こ
と
で
、
党
か
ら
の
公
認
を
得
ら
れ
た
も
の
の
、
党
の

方
針
と
有
権
者
意
思
が
食
い
違
う
場
合
、
厳
し
い
審
判
が
な
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

（
49
）
ロ
ッ
ク
・
前
掲
四
五
六
頁
。

（
50
）
ち
な
み
に
、
こ
の
三
つ
条
文
が
こ
こ
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
国
民
の
固
有
権
に
対
す
る
侵
害
が

国
民
代
表
の
同
意
に
基
づ
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
条
文
で
あ
る
。
憲
法
三
〇
条
は
、
急
遽
日
本
側
の
意
向
に
基
づ
い
て
こ
こ

に
挿
入
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
明
治
憲
法
二
一
条
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
せ
よ
、
憲
法
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
以
上
、「
こ
の
個
所
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
」
に
積
極
的
な
意
味
を
見
出
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
財
産
権
へ
の
制
限
、
課
税
、
刑
罰
と
い

う
、
国
民
に
と
っ
て
の
負
担
は
、
い
ず
れ
も
法
律
の
根
拠
に
よ
っ
て
の
み
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

拙
稿
「
税
理
士
の
た
め
の
憲
法
入
門
二
・
三
」
税
務
弘
報
二
〇
一
九
年
二
月
号
、
三
月
号
参
照
。

（
51
）
高
柳
賢
三
・
大
友
一
郎
・
田
中
英
夫
前
掲
一
五
〇
─
一
五
二
頁
。
な
お
、
拙
稿
「
憲
法
一
二
条
に
つ
い
て
」
白
門
八
四
〇
号
（
二
〇
一
九
秋
）

二
七
頁
参
照
。



四
五
九

信
託
行
為
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
（
橋
本
）

（
52
）
樋
口
他
前
掲
二
四
一
頁
（
佐
藤
幸
治
執
筆
）。

（
53
）U

nited States Constitution, Pream
ble.　

日
本
国
憲
法
の
冒
頭
の
一
文
「
日
本
国
民
は
」
は
、“W

e the Japanese People”

で
あ
る
が
、

こ
れ
を
な
ぜ
「
わ
れ
わ
れ
日
本
国
民
は
」
と
訳
さ
な
か
っ
た
の
か
。
憲
法
制
定
権
力
の
所
在
、
あ
る
い
は
憲
法
制
定
の
主
体
が
明
確
に
な
る
こ
と

を
恐
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

（
54
）
結
局
、
憲
法
を
規
範
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る
要
因
は
、
国
民
の
力
で
し
か
な
い
。
違
憲
審
査
制
度
は
、
憲
法
の
規
範
性
を
担
保
す
る
一
つ
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
近
時
主
張
さ
れ
て
い
るPopulor Constitutionalism

やPolitical Constitutionalism

の
考
え
方
は
、
と
も
す
れ
ば
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
こ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。See e. g. Larry D

. K
raim

er, T
he People T

hem
selves

（2004

）.

（
本
学
法
学
部
教
授
）




